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利用・用途・応用分野

バックワード波を利用した位相器や全方向放射漏波アンテナ、分散性を利用したビームス
キャンアンテナ、デュアルバンド回路、プレディストータ、パルス成形回路など、その他、強
結合バックワードカプラ、零次共振器、デュアルバンド共振器等

目的・課題 解決ポイント

平面型の左手系伝送線路は、誘電体による損失が比較
的大きく、さらに基板の表面波モードとの結合によるエ
ネルギー散逸があるという問題点及び、伝送し得る電力
の上限値が小さいという問題点があった。導波管型の
左手系伝送路は、平面型の左手系伝送線路に比較して
損失が小さく、伝送し得る電力の上限値を大きくすること
ができるが、先端短絡スタブ中に誘電体を挿入する必
要があるため、製造工程が複雑で製造コストも増大して
しまうという問題点があった。さらに、挿入した誘電体に
より損失が増加してしまうという問題点があった。

右手系伝送路としても左手系伝送路としても動作可能な
低損失かつ高耐電力の複合導波管を低コストで提供す
ることを目的とする。

本発明の右手／左手系複
合導波管は、複数の単位
構造体が電磁波を伝送す
る方向に配列された構造
の右手／左手系複合導波
管であり、単位構造体は、
主導波管と主導波管から
分岐された先端短絡スタブ
とからなり、先端短絡スタ
ブの内部の媒質は、主導
波管の内部の媒質と同一
のものである。
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本発明の右手／左手系複合導波管は、ミリ波領域以上の周波数において低損失かつ高耐
電力の伝送路を実現するものである。また、本発明の右手／左手系複合導波管は構造が
簡単であり、簡単な工程により製造することができ、製造コストも低減できる。
低損失かつ高耐電力のビーム走査機能を有する漏れ波アンテナを実現することができる。
図２は本発明の導波管であり、図３は図２の導波管に用いられる、単位構造体である。
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１ 主導波管
２ 先端短絡スタブ
３ 単位構造体
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